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１．研究計画の概要 
加齢による卵巣機能の低下は、生理的な環

境変化によって卵子の有する受精能力が障
害を受けた結果として生じる可能性がある。
そこで、損傷を受けた卵子の機能を回復させ
るための培養法の開発が必要である。しかし、
卵子の受精能力に関する科学的な知見が不
足しているため、培養方法や培養液の組成が
十分に検証できないのが現状である。そこで、
本研究では、卵子のもつ受精能力に関する基
礎的研究を行った。具体的には、卵子の膜融
合関連因子 CD9および CD9を含むエキソソ
ーム（exosome）の機能解析を行った。更に、
チューブリン β2A（tubb2A）の機能に注目し
て研究を行い、微小管の重合促進・重合阻害
によって受精能力を制御する方法を開発す
ることをめざした研究を行った。 
 

２．研究の進捗状況 
卵子の膜融合関連因子 CD9 の機能解析を

行い、C 末端に膜融合の機能領域があること
を明らかにし、CD9 結合タンパク質として
tubb2A を同定した。CD9 の膜融合における
機能がチューブリンを主成分とする微小管
によって調節されている可能性がある。
Tubb2A は細胞特異的に発現するタンパク質
で、このタンパク質の機能解析から受精の膜
融合の分子的実体に近づくことができる。更
に、加齢による微小管と CD9 の結合様式の
変化により、卵子の受精能力が低下する可能
性が考えられた。 
 
３．現在までの達成度 

卵子の受精能力が低下する原因として一
定の成果を出すことができた。膜融合因子と

しての膜タンパク質 CD9 の研究では、世界
的にも評価されており、膜融合の分子実体の
解明に向けての研究は順調に進んでいる。応
用研究については、マウスを用いた研究の域
を出ていないため、ヒト卵子の受精能力の回
復に向けた研究として、卵子の培養液を用い
た評価法の検討、更に、ヒト加齢卵子の受精
能力の回復法の確立を目指した研究を行う。 
 
４．今後の研究の推進方策 

加齢による生殖能の低下について CD9およ
び tubb2A の機能に注目して研究を行い、微
小  管の重合促進・重合阻害によって受精
能力を制御する方法を開発することをめざ
す。微小管の重合促進剤（タキソール等）、
重合阻害剤（コルヒチン等）は、すでに抗が
ん剤として使われている試薬で、特定の細胞
機能を阻害および促進することが知られて
いる。これら試薬の受精効率への効果、加齢
卵子への効果を検討する。 
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